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㈱ウェルファムフーズ
岡⼭事業所

（岡⼭県新⾒市）

本社
（東京都千代⽥区）

霧島事業所
（⿅児島県霧島市）

宮城事業所
（宮城県⽯巻市）

【事業所別 処理羽数】

・岡山事業所 37千羽／日
・霧島事業所 71千羽／日
・宮城事業所 27千羽／日



岡山事業所農場部 概要
直営8農場

直営13農場

岡⼭事業所

㈱福⽥種鶏場

㈱⽇本チャンキー

農場部 事務所



岡山事業所農場部 概要

・社員：部長・課長・獣医師含め10名 平均年齢：42.8歳

・入雛準備補助員：17名

・農場数：21農場

・飼育管理者：19名 平均年齢：64.1歳

・年間出荷羽数：10,227千羽（2017年見込み）（銘柄：森林どり）

・無鑑別飼育

・素雛：(株)福田種鶏場

・飼料：日清丸紅飼料、中部飼料、日和産業

・目標体重：3.160Kg

・出荷日令：48.78日

・出荷回転：6.4回転／年

・坪羽数：57羽（夏52羽/冬60羽）



開放鶏舎 16農場 110棟 1,440千羽

・標準鶏舎サイズ 213坪（9ｍ×78ｍ）

12,400羽×6棟

・換気扇 60㎝ 12台（温調・インバーター制御）

100㎝ 7台（左右）

・入気口 内カーテン（巻き上げ）

外カーテン（吊り下げ）



開放鶏舎（16農場） 生産性実績

2016年度

順位 回転数 平均体重（ｇ） 出荷率（％） 要求率 日令 Ｐ Ｓ 日増体 坪重量 PS+坪重量

1 6 3.206 98.16 1.715 47.95 382.58 66.86 180.49 563.06

2 6 3.204 98.39 1.735 48.38 375.68 66.23 181.20 556.88

3 7 3.246 97.93 1.752 49.06 369.95 66.17 182.03 551.98

～

14 6 3.005 98.65 1.751 48.45 349.34 62.02 169.14 518.49

15 7 3.147 97.73 1.790 49.58 346.47 63.47 177.19 523.66

16 7 3.072 98.39 1.789 48.83 345.94 62.91 174.31 520.26

平均 6.6 3.162 98.15 1.753 48.80 362.90 64.80 178.48 541.38

2017年度

順位 回転数 平均体重（ｇ） 出荷率（％） 要求率 日令 Ｐ Ｓ 日増体 坪重量 PS+坪重量

1 2 3.324 99.36 1.730 48.71 391.99 68.24 181.40 573.39

2 2 3.199 99.13 1.698 47.86 390.26 66.86 172.61 562.87

3 3 3.223 97.64 1.695 47.81 388.27 67.42 169.36 557.63

～

14 2 3.185 96.69 1.756 48.54 361.33 65.62 167.13 528.46

15 3 3.119 97.54 1.777 48.19 355.29 64.72 163.27 518.55

16 3 3.084 98.21 1.774 48.53 351.72 63.54 163.29 515.01

平均 2.4 3.210 98.10 1.735 48.23 376.47 66.56 170.45 546.93



システム鶏舎（ＷＬ）5農場 19棟 231千羽

• 2010年 システム鶏舎2農場(豚舎改造)稼働(（株）ヤマモト)

• 2014年10月 新築システム鶏舎稼働（（株）中嶋製作所）

• 2017年1月 新築システム鶏舎稼働（（株）中島製作所）

• 2017年8月 新築システム鶏舎稼働（（株）中島製作所）

• 2014年以降の3農場は280～292坪（13ｍ×70～74ｍ）を標準サイズ
として建設

換気：60㎝換気扇 12台（天井排気）

80㎝換気扇 7台、120㎝換気扇 8台（縦引き排気）

入気：インレット（両側）＋外カーテン（両側吊り下げ）＋鶏舎正面扇戸



システム鶏舎（4農場） 生産性実績

2016年度

順位 回転数 平均体重（ｇ） 出荷率（％） 要求率 日令 Ｐ Ｓ 日増体 坪重量 PS+坪重量

1 1 3.329 97.44 1.677 46.96 411.93 70.90 191.10 603.03 2017年1月稼働

2 6 3.225 97.27 1.736 48.79 370.30 66.09 179.92 550.21

3 6 3.155 98.95 1.750 48.29 369.52 65.34 180.16 549.68

4 6 3.087 99.36 1.749 49.04 357.54 62.95 176.57 534.11

平均 4.8 3.199 98.26 1.728 48.27 377.32 66.32 181.94 559.26

2017年度

順位 回転数 平均体重（ｇ） 出荷率（％） 要求率 日令 Ｐ Ｓ 日増体 坪重量 PS+坪重量

1 3 3.278 98.36 1.689 47.89 398.59 68.45 173.73 572.32 2017年1月稼働

2 2 3.257 99.11 1.702 48.22 393.35 67.54 176.81 570.16

3 3 3.164 98.44 1.724 47.32 381.80 66.86 167.42 549.22

4 3 3.156 99.39 1.761 48.48 367.35 65.09 169.32 536.67

平均 2.8 3.214 98.83 1.719 47.98 385.27 66.99 171.82 557.09

※2017年8月に新農場稼働。



飼料給与体系（2017年8月現在）

日令 CP（％） ME（kcal） 形状

前期Ⅰ 0～10 22.0
3,030～
3,100

クランブル

前期Ⅱ 11～25 20.0～22.0
3,100～
3,150

マッシュ

後期 25～36 18.0～18.5
3,200～
3,230

マッシュ

仕上 37～出荷 18.0
3,200～
3,260

マッシュ

※エキスパンダー・マッシュ、ペレット・マッシュ飼料を継続して試験中

※飼料米20％配合飼料を全農場1鶏舎のみ給与



2017年度生産性実績

4月 5月 6月 7月 8月

平均体重（ｋｇ） 3.244 3.239 3.306 3.118 3.036

出荷率（％） 98.43 98.56 98.56 97.57 97.59

出荷日令 48.83 48.47 48.45 47.75 47.11

FCR 1.742 1.732 1.722 1.736 1.735

日増体（ｇ） 66.43 66.82 68.25 65.30 64.43

坪重量（ｋｇ） 178.70 176.37 176.92 158.84 155.81

PS 375.26 380.09 390.54 366.97 362.35

PS+坪重量 553.96 556.48 567.46 525.81 518.16

※出荷率：スペア２％および工場廃棄込みの商品化率
※8月は8/24現在の途中実績



ＰＳ推移（昭和58年～平成28年）
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これまでの生産性改善への取り組み

①夏場(熱死）対策（6～9月）
ここ10年間は中抜き出荷（45日令で2,000羽）を夏場対策の1つとしてきた
が、製造部での歩留り悪化・正肉のバラつきを理由に2016年より中止した。

・細霧装置の設置（2016年より）

・・・舎内温度上昇の緩和、および鶏群の体感温度低下
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細霧装置の効果

◉40日令以降で外気最高温度が30℃以上の鶏舎内外最高温度比較

2015年
（設置
前）

外気
最高

舎内
最高

差①
2016年
(設置後)

外気
最高

舎内
最高

差②

30℃以上 34.0 31.9 -2.1 30℃以上 34.1 31.6 -2.6

32℃以上 34.6 32.5 -2.1 32℃以上 34.6 31.5 -3.0

34℃以上 35.7 33.1 -2.6 34℃以上 35.1 31.3 -3.8

36℃以上 36.7 33.6 -3.1 36℃以上 36.9 31.4 -5.5

細霧装置による鶏舎内の冷却効果

外気温 冷却温度(℃)

30℃以上 -0.5

32℃以上 -1.0

34℃以上 -1.3

36℃以上 -2.3

外気温が32℃以上の環境下では、
1.0℃以上の冷却効果がある。
特に36℃以上の猛暑日では非常に効
果を発揮する。



その他の夏場対策

◉100ｃｍ換気扇の使用

・・・鶏舎側面設置の100ｃｍ換気扇により風速1.5ｍ～2ｍを確保

◉スプリンクラーの使用・・・鶏舎前の冷却



②大腸菌対策（通年、特に冬場）
【問題点】

冬場の気密性(保温性)確保の為ナイロンで鶏舎内を密閉するので舎内が密閉
される ⇒換気不良 ⇒ 呼吸器から大腸菌症 ⇒育成率低下＋工場廃棄増加

【対策】2015年～

排気用の100ｃｍ換気扇設置…鶏舎前左右・後左右の４ヵ所

温度センサーおよびインバーターで使用する事で換気不良・換気過多(冷やし)を
防いだことにより空気質が大幅に改善 ⇒ 大腸菌症の発症が減少。
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その他の大腸菌対策

・鶏舎内床面の過乾燥を防ぐ為、床暖房設備の温水ボイラーに水温調整器を設置し、

適切なタイミング(35日令以降）で停止させる事にした。

・飲料水の消毒徹底（病原菌の繁殖を防ぐ）…次亜塩素酸ナトリウム2ppm以上

・消毒強化…アウト後の鶏舎消毒に塩素消毒を追加。

・勉強会…飼育管理者を対象に勉強会を開催し、大腸菌症対策について説明を行ない、

飼育環境の重要性を再確認した。
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㈱福田種鶏場との取り組み(連携)

1. 定期検討会の実施

㈱福田種鶏場（経営、営業、品質管理、孵卵部）と農場部員全員

出席の元で、情報の共有とトラブルシューティングについて検討。

年4回程度、検討会を行なう事で雛質管理の徹底を図っている。

2. 当社生産計画の共有

長期計画（3ヵ年程度）や年間餌付け計画を共有、連携により

長期的かつ安定的な雛導入計画を立案。

㈱福田種鶏場
『よい雛』を社是に掲げ、その三条件は【強健・高能力・低廉】と定義。
単なる当社の雛供給元としてだけではなく、良きパートナーとして、こ
れまで相互で連携した取り組みを行なってきた。



3. 農場成績の共有

雛輸送・餌付け・初期落ちの状況、雛体重、出荷成績、処理場での

廃棄成績などをフィードバックし雛質改善を図っている。

4. 継続的改善とトラブルシューティング

卵重選別…2001年より卵重選別機で若令母鶏由来（26～31週令）

の卵重選別を行う。

【当社の種卵基準】

Ｊｒ．雛： 26～27週令 卵重50ｇ以上

28週令～ 卵重50ｇ～53ｇ未満

通常雛： 28週令～ 卵重53ｇ以上

無鑑別への移行…2014年より♂♀鑑別を中止、無鑑別とした。

これにより製造部の歩留り改善、農場回転率上昇



㈱福田種鶏場との取り組み(連携)

輸送管理…エアフロー改善の為、海外製ヒナ専用コンテナを導入。

庫内の温度管理に加え、CO2管理を導入。

• その他これまでの主な取り組み
・ロットサイズ 1998年、2012年…コマーシャル鶏群の大型化に伴い、母鶏ロットも大型化。

・卵内接種 2001年…マレック病予防の徹底を目指してイノボジェクト導入。

・卵重選別 2001年…若令母鶏由来種卵の卵重選別開始。

・保管室 1989年…最適な環境を整えるため、エアハンドリングユニットを導入。

2017年…水平方向エアフローを導入。

・輸送 2000年…育種の進化に伴い、翌日配送から当日配送にシフト。冷房車導入。

2002年…餌付け作業効率化のため、手積み手下しから、台車積み台車下しにシフト。

2016年…エアフロー改善のため、海外製ヒナ専用コンテナを導入。

2016年…庫内の温度管理に加え、CO2管理を導入。



初生の飼育管理
・入雛（準備含む）からガード開放までの5日間は全農場で補助員2～3名が毎日交代で餌
撒き・補助ドリンカーの補充などを行なう。

⇒全農場同じように補助員が初生管理補助を行なう事により、雛導入時の鶏舎内環境
が均一化されており、農場由来の初生トラブルは非常に少ない。

7日令体重および鶏群の農場間のバラつきが少ない。 7日令の平均体重：180ｇ
（但し、管理者による温度管理は必須。）
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◉ 除糞（4t車×6台：24ｔ／棟）

◉鶏糞焼却施設

◉出荷（20～21時捕鳥開始）
委託業者９名（4,800羽／ｈ）

モジュール出荷

116羽詰め（夏：112羽）

◉鶏舎水洗・消毒作業



その他改善に向けた取り組み
• 衛生管理
岡山県では2007年、2014年に採卵鶏農場で鶏インフルエンザが発生。

その為、特に外部からの鶏舎への進入制限、鶏舎周辺、飲料水消毒、鼠の
駆除を徹底している。

2016年 全農場に害獣(イノシシ)フェンスの設置

【鶏舎消毒プログラム】

⇒水洗（600L／棟）

⇒ヘルミン（アルデヒド製剤）0.2％で消毒…床、壁、給餌・給水器

⇒アストップ（2.5L）＋苛性ソーダ（ＮａＯＨ）（500ｇ）で発砲消毒…天井・壁

⇒石灰塗布（120㎏／棟）…床・壁・基礎

⇒シルブライト（亜塩素酸ナトリウム）＋クエン酸で燻蒸…鶏舎内全体



今後の課題
• PS＋坪重量＝580の達成に向けた生産性改善の為の新たな取り組み。

• 夏場の細霧装置・換気扇の使用方法を再度精査し、夏場の生産性の改善を図る。

• システム鶏舎の開放鶏舎及び設備の老朽化対策

（ニップル・給餌器・屋根・電気配線を更新中）

• 鳥インフルエンザ対策(防鳥ネット更新、死鳥輸送の問題）

• 丸紅㈱と共同プロジェクトとしてIoTセンサーによる鶏舎管理データ収集プロジェクト

• 費用対効果に見合う飼料内容設計

また、飼育管理者は高齢化している一方、チャンキー種の育種改良の恩恵を受けPSは
毎年アップしており、成績料金の見直しや料金体系の根本的な見直しが必要である。

当社にとって課題はたくさんあるが、チャンキー種の育種改良スピードはより加速してき
ており、旧態の飼育方法や飼育技術についてハード、ソフトの両面から改革していく必
要がある。



御静聴ありがとうございました。


